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創刊にあたって
新年あけましておめでとうございます。

平素より私ども医師会臨床検査センターをご愛顧賜り誠に有り難うござ

います。

さて、世紀末の喧噪を後に、いよいよ平和と繁栄に満ちた輝かしい

世紀の幕開けを穏やかに迎えることになりました。私ども医療界にありま

しては、健康保健法の一部改正で慌ただしい幕開けとなりましたが、この 月には第 次医

療法改正が予定されるなど、何かと忙しい年となりそうな予感がしております。

このような中、本会臨床検査センターでは、今こそ先生方の診療をご支援申し上げなけれ

ばならないという思いから試行錯誤を続けておりますが、その一つとして、この度広報紙（え

んしんぶんり）を創刊する運びとなりました。

取りも直さず、先生方のニーズに沿った検査センターである為には、先生方とセンターと

の双方向の情報交換こそが大きな鍵を握っていると思っております。先生方より忌憚のない

お声をおうかがいしながら編集して行きたいと考えますので、ご要望、ご意見など、どしど

しお寄せ下さい。

本紙は当面 ヶ月に一度の予定で考えておりますが、軌道に乗りましたら月刊紙としての

発行を目指しています。

今後共、皆様方のご期待に添えるよう一層の努力をして参る所存ですので、ご支援を賜り

ますようお願い申し上げ広報紙創刊にあたってのご挨拶と致します。

福岡市医師会臨床検査センター

会長 竹 嶋 康 弘
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花粉症の季節が来ました！

年スギ花粉飛散予想

スギ花粉の飛散量は夏が暑いと花芽が多く

付く為、前年度の気候により予想が可能とさ

れます。

昨年の飛散は東高西低で九州は平年以下で

した。

今年のスギ花粉飛散は昨夏の猛暑の影響で

前年量をはるかに上回り、また暖冬のため花

粉飛散開始は早まると予想されています。

（気象協会予測、気象庁 ヶ月気象予報より）

（ ）

血液検査の結果報告書に 中毒性顆粒（ ） のコメントがありました。

中毒性顆粒 ．．．これはどんな意味ですか？

血液塗抹標本で、成熟好中球に見られる大型で濃紫色に染まる顆粒です。

各種感染症、各種中毒症（糖尿病性、肝性昏睡、妊娠中毒）、悪性腫瘍などで、しばしば起こ

る好中球の中毒性変化の一つと考えられることからこの名があります。

好中球が細菌などの異物を貧食した際に、本来のアズール顆粒数個が融合した物と考えらてい

ます。

血液・一般 検査主任 今 駒 憲 裕
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検査部門 医師会館の 階と 階で検査業務を行っています。

臨床検査技師は男性 名、女性 名、総勢 名の陣容です。病理・

細胞診検査、細菌検査、化学自動検査、化学検査、血清検査、血液・一

般検査、など つの検査部門から構成されています。

精度管理第一義 をモットーに、医師会館で深夜まで灯りをつけているのが検査センターです。

尚、各検査部門の詳しい紹介は、次号より予定します。

営業部門 医師会本部事務局内に業務課として営業部門を置き、福岡市内及びその近郊において

名の担当職員と 台の無線配備した営業車にて、迅速な対応を心がけ検体の収集を行っ

ています。

又、情報ネットワーク構築により検査結果のデータ照会、グラフ表示、患者履歴など通信シス

テム（ ネット）によるサービスも実施しています。

（ ）

医療機関で使える英語をいくつか調べて見ました。

日本語はおわかりですか？ ？

今日はどうなさいましたか？ ？

証明書はお持ちですか？ （ ）？

予診票（カード）にご記入下さい。 （ ）？

食物や薬にアレルギーがありますか？ ？

お名前をお呼びしますので、掛けてお待ち下さい。

さん診察室にお入り下さい。 （ ）

検査のために採血します。

お薬は処方薬局でお受け取り下さい。

お大事になさいませ。

過去、使われたこと有りますか？

臨床検査センター
室長 大塚英樹

臨床検査センター
検査 課長 椎葉 満

本部事務局
事務局長 喜久正和

本部事務局
業務課長 時藤清臣



第 回医師会臨床検査センター学術講演会（日医生涯教育講座 単位）
日時 平成 年 月 日（火） 時
場所 福岡市医師会 階講堂
講演 ヘリコバクター・ピロリの診断と治療に関する最新の話題

東海大学医学部消化器内科 助教授 高木 敦司 先生

（ ）

福岡市医師会臨床検査センターは、今回センターだよりと併せて広報紙を発行
することになりました。これは会員の先生に様々な情報をお届けすることにより、
我が検査センターがより身近な存在として可愛がっていただく意味もあります。
現在、急速な展開を見せてます地域の医療情報ネットワークの構築、将来の電
子カルテ化に向けて、当検査センターでは、本年 月より五病院会（九州大学、
福岡大学、久留米大学、産業医科大学、麻生飯塚病院）との検査値の標準化を行
います。
いずれ民間検査センターも追従すると思いますが、この様にこれからも我が福
岡市医師会臨床検査センターが、リーダーシップをとって運営していきたいと
思っています。
引続きご愛顧の程宜しくお願い申し上げます。 担当理事 井 上 仁 人

次のような勉強会や会議を行っております。勉強会はご希望があれば参加可能です。営業担当者に
お申し出下さい。
勉強会 臨床検査技師・営業担当者向

（性感染症）について 月 日（火） 於）カンファレンス室
高脂血症について 月 日（火） 於）カンファレンス室

会 議 臨床検査センター運営会議 月 日（月） 於）役員室

臨床検査センターは、激動の 周年を折りしも世紀末にあたる昨年迎えまし
たが、新しいミレニアムの幕開けとともに 年目に突入することになりました。
新世紀元年にこの記念すべき本紙創刊の運びとなりましたことに、職員一同決
意を新たにしております。
本紙を えんしんぶんり と命名することになりましたが、これは先生方の診療をご支援申し上

げることが当センターの大きな目的であることから 援診 えんしん の文字に役職員一同の願い
を託し、検査センターの遠心分離と掛けて えんしんぶんり と致しました。又、題字をひげ文字
で朱書にすることにより赤ひげ先生のイメージを表現しております。何卒ご愛読の程お願い申し上
げます。

編集委員 ・喜久正和 ・大塚英樹 ・椎葉 満
・時藤清臣 ・尾形幸子 ・柿本正人

福岡市早良区百道浜 丁目
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